
は
じ
め
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
、
平
成
一
八
年
度

「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た

「
高
大
連
携
に
よ
る
地
域
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
の
成
果
の

一
環
で
あ
る
。
湘
北
短
期
大
学
が
コ
ア
と
な
っ
て
高
校
―
大
学
間
、

な
ら
び
に
高
校
間
を
結
ぶ
地
域
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
活

動
を
と
お
し
て
、
接
続
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
高
校
・
大
学
双

方
の
教
育
の
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
が
こ
の
取
組
全
体
の
目
的
で
あ

る
。
本
学
は
平
成
一
四
年
度
に
神
奈
川
県
内
の
一
八
高
校
と
高
大
連

携
協
定
を
締
結
し
た
が
、
平
成
一
九
年
三
月
現
在
、
連
携
校
は
二
八

校
に
上
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平
成
一
八
年
度
の
準
備
段

階
を
経
て
、
平
成
一
九
年
度
に
高
校
教
員
と
本
学
教
職
員
か
ら
な
る

研
究
会
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
会
」
を
設
立
し
た
。
平

成
一
九
年
四
月
よ
り
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
会
」
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
月
一
回
の
頻
度
で
開
催
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調

査
や
研
究
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
討
議
を
重
ね
、
入
学
前
接
続

講
座
（
全
一
二
講
）
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
開

発
し
た
。
こ
の
高
大
連
携
に
よ
る
高
校
生
向
け
の
講
座
を
平
成
二
〇

年
二
月
～
三
月
に
開
講
し
た
。
以
下
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ

テ
ラ
シ
ー
」
の
詳
細
を
紹
介
す
る
。
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●
事
例
紹
介

●

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー

～
高
大
連
携
か
ら
生
ま
れ
た
湘
北
短
期
大
学
入
学
予
定
者
対
象
の

接
続
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

小
棹
理
子

（
湘
北
短
期
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
教
授
）



書
に
調
印
し
た
。
以
来
、
正
規
授
業
の
開
放
、
出
張
授
業
、
土
曜
講

座
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
提
供
し
て
き
た
が
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
賛
同
さ
れ
、
連
携
を
結
ぶ
高
校
の
数
は
着
実

に
増
加
し
て
お
り
、
地
域
も
拡
大
し
て
平
成
二
〇
年
四
月
現
在
で
は

都
立
、
川
崎
市
立
高
校
各
一
校
を
含
め
、
二
九
校
（
四
月
調
印
予
定

一
校
を
含
む
）
に
達
し
て
い
る
。
図
１
に
平
成
一
九
年
一
〇
月
時
点

の
連
携
校
の
分
布
を
示
す
。

二
高
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

湘
北
短
期
大
学
近
隣
（
神
奈
川
、
静
岡
、
東
京
な
ど
）
の
高
校
三

六
六
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
依
頼
し
た
（
二
〇
〇
七
年
六
月

三
〇
日
～
七
月
二
〇
日
）
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
、
高
等
学

校
で
既
に
学
習
済
み
と
考
え
ら
れ
て
い
る
能
力
を
把
握
す
る
一
方
で
、

不
十
分
と
思
わ
れ
る
能
力
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
九
二
校
の

教
務
担
当
者
、
進
路
担
当
者
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
グ
ル
ー
プ
、
教
科
担

当
者
な
ど
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
誌
面
の
都
合
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

設
問
内
容
は
省
略
す
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
基
礎
能
力
」
と
「
社
会
人

基
礎
能
力
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
「
キ
ャ
リ
ア
基
礎
能
力
」
は
、

本
学
が
企
業
に
向
け
平
成
一
五
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
職
業

人
が
持
つ
べ
き
基
礎
能
力
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ら
能
力
の
必
要
性
を
設
問
Ａ
で
聞
い
て
い
る
。
一
方
、

「
社
会
人
基
礎
能
力
」
は
経
済
産
業
省
「
社
会
人
基
礎
力
研
究
会
」

の
定
義
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
回
答
は
、
「
お
お
い
に

必
要
」

/

「
十
分
で
あ
る
」
（
５
）
、
「
や
や
必
要
」

/

「
ほ
ぼ
十
分
で

あ
る
」
（
４
）
、
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
（
３
）
、
「
や
や
不
要
」

/

「
や
や
不
十
分
」
（
２
）
、
「
ま
っ
た
く
不
要
」

/

「
不
十
分
」
（
１
）

の
五
段
階
と
し
た
。

図
２
は
回
答
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
基

礎
能
力
」
に
関
す
る
結
果
の
み
を
示
す
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
の
必
要
性
が
際
だ
っ
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
八
〇
％
超
が

「
大
い
に
必
要
」
、
残
り
が
「
や
や
必
要
」
と
答
え
て
い
る
。
「
大
い

に
必
要
」
と
「
や
や
必
要
」
を
あ
わ
せ
て
次
点
と
な
る
の
が
「
Ｐ
Ｃ

基
礎
操
作
能
力
」
で
あ
る
。
「
ま
っ
た
く
不
要
」
と
「
不
要
」
の
回

答
が
な
く
、
「
大
い
に
必
要
」
と
考
え
て
い
る
割
合
が
高
い
の
は

「
一
般
常
識
」「
就
労
意
識
」「
課
題
発
見
能
力
」「
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
力
」

で
あ
る
。
一
方
で
、
高
校
卒
業
時
に
比
較
的
良
く
獲
得
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
能
力
は
「
Ｐ
Ｃ
基
礎
操
作
能
力
」
で
あ
る
。
教
科
「
情
報
」

が
中
等
教
育
段
階
に
完
全
導
入
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
専
門
知
識

は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
高
校
卒
業
時
に
「
や
や
不
十
分
」

「
不
十
分
」
で
、
か
つ
「
ほ
ぼ
十
分
」「
十
分
」
の
割
合
の
低
い
能
力
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一
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目
と
高
大
連
携

湘
北
短
期
大
学
で
は
設
立
時
か
ら
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
育
て
る

実
務
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
専
門
性
を
持
っ
た
職
業
人
を
育
て
る
に

は
、
専
門
教
育
の
み
な
ら
ず
社
会
人
が
備
え
る
べ
き
基
礎
能
力
の
教

育
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
基
礎
能
力
の
育
成
は
本
学
の
中
で

は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
（
Ｌ
Ａ
）
科
目
群
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
全
入
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
学
力
や
勉

学
意
欲
の
低
下
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
短
期
大
学
で
達
成
す

べ
き
学
業
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
二
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
を
最
大
限
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
学
の
高
大
連
携
は
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
。
高
校
―

短
大
間
で
双
方
向
的
な
情
報
の
や
り
取
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
高

校
教
育
の
実
態
を
深
く
理
解
し
、
短
大
教
育
を
最
適
化
す
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
高
校
―
短
大
の
五
年
間
の
教
育
を
シ
ー
ム
レ
ス
に

接
続
し
、
よ
り
優
れ
た
中
等
―
高
等
教
育
ス
キ
ー
ム
の
実
現
を
め
ざ

す
。
さ
ら
に
は
高
校
間
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
地
域

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
た
る
べ
き
こ
と
も
理
念
と
し
て
い
る
。

上
記
の
目
的
と
理
念
の
も
と
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
神
奈
川
県
央

地
区
の
県
立
高
校
と
、
本
学
の
理
想
と
す
る
高
大
連
携
の
実
現
に
つ

い
て
協
議
し
、
平
成
一
四
年
に
県
立
高
校
一
八
校
と
高
大
連
携
協
定
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図１ 湘北短期大学と高大連携協定校（全27校）の分布（平成19年10月現在）



と
し
て
は
、
「
課
題
発
見
能
力
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

「
一
般
常
識
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
力
」
は
「
や
や
不

十
分
」
「
不
十
分
」
の
割
合
が
高
い
が
、
一
部
「
十
分
」
と
考
え
て

い
る
高
校
も
あ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
接
続
教
育
で
は
、
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
高
校
で
は
十
分
に
習
得
さ
れ
な
か
っ
た
能
力
を
向
上
さ
せ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
会
」
で
開
発
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー

三
―
一

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
会

接
続
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
た
め
に
、
連
携
高
校
に
呼
び
か

け
を
行
っ
た
。
平
成
一
九
年
四
月
一
七
日
に
本
学
に
て
第
一
回
目
の
研

究
会
を
開
催
し
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
会
」
の
名
称
と
基

本
方
針
を
確
立
し
た
。
第
二
回
目
以
降
は
、
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

を
検
討
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
研
究
や
高
校
の
授
業
見
学
等
を
行
っ

た
。
連
携
高
校
に
は
研
究
会
議
事
録
と
と
も
に
次
回
の
開
催
案
内
を
送

付
し
た
。
毎
回
高
校
教
員
四
～
六
名
、
湘
北
短
大
教
職
員
五
～
六
名

が
参
加
し
た
。
表
１
に
研
究
会
の
開
催
実
績
を
示
す
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
こ
の
研
究
会
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
開
発
さ
れ
た
。
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表１ コミュニケーション教育研究会開催状況

回 日時（2007） 場 所 内 容

1 4月17日 湘北短期大学
新しい高大連携接続教育のコアとしてコミュニケーション
能力の育成が必要であることを確認。
他の接続教育プログラム例の紹介。

2 5月16日
神奈川県立
茅ヶ崎高等学校

高校での「情報」授業と図書室の見学。
接続教育プログラム用テキスト内容の検討。
「情報」授業参観とその他授業例の紹介。

3 6月13日 湘北短期大学
他参考例の紹介。
接続教育プログラム用テキスト内容具体案の策定。

4 7月30日 湘北短期大学
参考資料・書籍の配布。
テキスト各章の具体例提示。

5 9月20日 湘北短期大学 具体的な接続教育プログラムの検討。

611月8日 湘北短期大学
日時を含めた詳細な接続教育プログラム「コミュニケーショ
ンリテラシー」講座の検討。

712月13日 湘北短期大学 スケジュールと入学者、高校への配布文書の確認。

82008年1月22日 湘北短期大学 申し込み状況の確認と当日打ち合わせ。

9

2月15、16、28
（または29）日
3月12日
（最終日）

湘北短期大学

高校教員・湘北教職員による4日間の「コミュニケーショ
ンリテラシー」講座（全12講）を開講。（詳細は後述）
「コミュニケーションリテラシー」講座第12講（グループ発
表）を高大連携各校に公開。（高大連携協議会開催日）

103月26日 湘北短期大学
「コミュニケーションリテラシー」のふりかえり。アンケー
ト結果の報告と今後の検討。
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図２ 高校生に求められる各キャリア基礎能力の必要性の度合い（上）と
卒業時における達成度（下）



[担
当
小
棹
、
住
谷
、
原
]

収
束
技
法
ま
た
は
構
造
化
、
案
の
評
価

11．

M
icro
so
ft
O
ffice�

を
用
い
た
ま
と
め
と
発
表

[担
当
小
棹
]

12．

グ
ル
ー
プ
発
表

[担
当
小
棹
、
住
谷
、
原
]

発
表
の
評
価
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
寄
与
度
評
価

講
座
修
了
後
、
生
徒
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
約
六
割
が
「
高
校
と
大
学
で
の
勉
強
の
仕
方
の
違
い
が
わ
か
っ

た
（
社
会
人
へ
の
小
さ
な
一
歩
）
」
、
「
（
ツ
ー
ル
と
し
て
の
）
Ｐ
Ｃ

の
操
作
能
力
を
向
上
し
た
い
」
、
と
答
え
、
さ
ら
に
五
割
が
「
入
学

前
に
友
人
や
教
員
を
知
っ
た
」、「
問
題
発
見
・
解
決
の
仕
方
が
わ
か
っ

た
」、「
積
極
的
に
短
大
生
活
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
」
と
回
答

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
講
座
を
他
者
（
後
輩
や
友
人
）
に
勧
め
る
か

ど
う
か
に
関
し
て
は
、
約
七
割
が
積
極
的
に
勧
め
た
い
、
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
最
終
講
を
参
観
し
た
一
五
の
高
校
の
教
員
か
ら
は
、

「
グ
ル
ー
プ
で
問
題
解
決
に
あ
た
る
内
容
は
新
鮮
」「
短
時
間
で
あ
れ

ほ
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
る
と
は
驚
き
」
「
高
校
に
は
な
い
資
源

（
図
書
館
・
Ｐ
Ｃ
な
ど
）
を
利
用
し
た
講
座
は
貴
重
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。

四
お
わ
り
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
、
従
来
の
リ
メ
デ
ィ

ア
ル
教
育
や
大
学
プ
レ
教
育
と
は
異
な
る
。
高
校
卒
業
時
に
必
要
と

さ
れ
る
能
力
と
、
短
大
卒
業
時
に
職
業
を
持
つ
社
会
人
と
し
て
必
要

な
能
力
を
育
て
る
た
め
の
、
い
わ
ば
高
校
側
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
側
の

ニ
ー
ズ
の
双
方
を
満
足
さ
せ
る
、
新
し
い
W
in
-W
in
型
の
高
大
連

携
の
形
を
め
ざ
し
た
と
も
言
え
る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
月

に
一
度
の
割
合
で
一
年
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
会
で
の

話
し
合
い
を
重
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
高
校
―
大
学
間
の
み
な
ら
ず
、

高
校
間
で
の
情
報
交
換
も
活
発
に
行
わ
れ
、
参
加
校
の
満
足
度
の
高

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。
平
成
二
〇
年
度
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
リ
テ
ラ
シ
ー
」
講
座
の
効
果
を
検
証
し
つ
つ
、
内
容
・
規
模
を
拡

大
す
る
予
定
で
あ
る
。

[謝
辞
]

本
接
続
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究

会
参
加
の
高
校
教
員
な
ら
び
に
本
学
教
職
員
の
一
年
余
に
わ
た
る
新

し
い
教
育
へ
の
取
組
の
結
果
と
し
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。
誌
面

を
お
借
り
し
て
そ
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
教
職
員
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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三
―
二

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
礎
能
力
の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
真

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
必
要
な
も
の
と
し
て
は
、「
話
す
・

書
く
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
電
子
メ
ー
ル

や
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
利
用
法
」、「

確
か
な
情
報
源
と
し
て

の
図
書
館
の
正
し
い
利
用
法
」、「
（
グ
ル
ー
プ
と
し
て
取
り
組
む
）

問
題
解
決
や
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
（
批
判
的
思
考
）」、
な
ど

を
導
入
し
た
。
五
～
六
人
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
問
題
解
決
・
企
画

提
案
に
あ
た
る
形
式
を
と
っ
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー
」

全
一
二
講
は
、
一
講

九
〇

分
で
、
表

１
に
示
し
た
四

日
間
に
わ
た
り
実

施
し
た
。
入
学
が
決
定

し
て
い
る
連
携
校
を
対
象
に
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
一
二
校
か

ら
生
徒
三
〇
名
が
参
加
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
形
式
と

し
、
M
icro
so
ft

E
x
cel�

の
第
六
・

八
講
は

Ｗ
ｅ

ｂ
テ

キ
ス
ト
を

用
い
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１

．

ガ
イ
ダ
ン
ス
―
教
員
紹
介
、
大
学
内
設
備
・
施
設
の
利
用
法

２

．

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
E
-m

a
il
[担
当
小
棹
]

M
a
ilソ

フ
ト
の

使
い
方
、

E
-M

a
ilの
仕
組
み
、

ビ
ジ

ネ

ス
メ
ー
ル
の
書
き
方

３

．

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

[担
当

伊
藤
]

話
す
技
術

４

．

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

[担
当

伊
藤
]

書
く
技
術

５

．

イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
[担
当

高
橋
、

藤
澤
、
小
棹
]

レ
ポ
ー
ト
作
成
の
手
順
、
図
書
館
の
利
用
―
新
聞
記
事
等

の
検
索

盗
用
と
引
用
：
知
的
財
産
権

６

．

M
icro
so
ft

E
x
cel�

の
復

習
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の

利
用

[担
当
小
棹
]

基
本
の
復
習
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
利
用

７

．

問
題
の
発
見

[担
当
小
棹
]

問
題
の
設
定

８

．

問
題
の
分
析

M
icro
so
ft

E
x
cel�

の
応
用

[担
当
小
棹
]

情
報
の
整
理
、
図
表
化

９

．

情
報
の
分
析
と
問
題
解
決
（
１
）
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

[担
当
小
棹
、
住
谷
、
原
]

発
想
法

10．

情
報
の
分
析
と
問
題
解
決
（
２
）
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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